
十勝農業の今を知り 未来を読み解く

　
十
勝
は
乳
用
牛
の
飼
育
戸
数
、飼
育
頭

数
、ホ
ク
レ
ン
の
受
託
乳
量
と
も
に
全
道
一

を
誇
り
、国
内
有
数
の
酪
農
地
帯
と
な
っ

て
い
る
。

　
２
０
１
８
年
の
十
勝
畜
産
統
計
に
よ
る

と
、飼
育
戸
数
は
３・３
％
減
の
１
２
８
２

戸
。う
ち
個
人
経
営
は
５７
戸
減
の
１
０
６

３
戸
、法
人
経
営
は
１３
戸
増
の
２
１
９
戸
。

個
人
経
営
が
減
る
一
方
、法
人
経
営
は
増

加
が
続
い
て
い
る
。

　
個
人
経
営
は
１
０
１
〜
２
０
０
頭
規
模

が
最
多
の
３
４
０
戸
で
、全
体
の
３２
％
を
占

め
る
。法
人
経
営
で
は
４
０
０
頭
以
下
が
１

３
９
戸
と
最
も
多
く
、次
い
で
１
０
０
１
頭

以
上
が
２３
戸
、５
０
１
〜
６
０
０
頭
が
２１

戸
と
な
っ
て
い
る
。

　
生
乳
出
荷
農
家
戸
数
は
３・１
％
減
の

１
１
４
８
戸
。１
０
０
０
㌧
以
下
は
５０
戸

減
の
８
１
９
戸
だ
っ
た
が
、１
０
０
１
㌧
以

上
は
３
２
９
戸
と
１３
戸
増
加
、全
体
の
約

３
割
を
占
め
て
い
る
。

　
他
地
区
と
同
じ
く
生
産
者
の
高
齢
化
な

ど
で
戸
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、一
経
営

体
当
た
り
の
飼
育
頭
数
は
増
加
し
て
い
る
。

　
管
内
の
生
乳
生
産
は
今
年
度
上
半
期

（
４
〜
９
月
）、ホ
ク
レ
ン
の
受
託
数
量
が

前
年
同
期
比
３・９
％
増
の
６１
万
９
４
３

４
㌧
だ
っ
た
。８
月
上
旬
の
猛
暑
の
影
響

で
、同
月
は
前
年
比
１・８
％
減
に
と
ど
ま

っ
っ
た
が
、他
の
月
は
３
％
台
の
高
い
伸
び

と
な
っ
た
。特
に
９
月
は
、前
年
が
胆
振
東

部
地
震
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
こ
と
か
ら

同
８・８
％
増
と
大
き
な
反
動
増
と
な
っ

た
。

　
管
内
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
、ミ
ル
キ

ン
グ
パ
ー
ラ
ー
の
導
入
が
盛
ん
で
、ど
ち
ら

も
普
及
率
は
全
道
一
だ
が
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
も
こ
こ
数
年
で
増
え
て
い
る
。畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
国

の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
、牛
舎
の
更
新
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が

進
み
、人
手
不
足
に

悩
む
生
産
現
場
の
省

力
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
９
月
に
開
か
れ
た

第
１７
回
北
海
道
総

合
畜
産
共
進
会
の
乳

用
牛
部
門
で
、最
高

位
の
グ
ラ
ン
ド・チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
エ
ン
ブ

レ
ム
―
Ｋ（
大
樹
）の

出
品
牛
が
輝
い
た
。

準
最
高
位
は
小
椋
淳

一
さ
ん（
上
士
幌
）の

出
品
牛
。ジ
ュ
ニ
ア
、

シ
ニ
ア
部
門
で
も
十

勝
勢
が
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
取
る
な
ど
上
位

を
席
巻
し
、酪
農
王

国
を
改
め
て
印
象
付

け
た
。

グ
ラ
ン
ド・チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
エ
ン
ブ
レ
ム
―
Ｋ（
大
樹
町
）の

出
品
牛
と
、管
理
を
担
う
穀
内
隆
志
さ
ん

名実ともに十勝は酪農王国。広 と々した八千代公共育成牧場に放たれる乳牛（帯広市）

規
模
拡
大
で
乳
量
増
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生乳の生産量 十勝分
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